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寄
自
然
休
養
村
管
理
セ

ン
タ
ー
等
が
事
業
収
入
の
確

保
及
び
必
要
な
人
員
体
制
の

維
持
が
困
難
と
な
り
、指
定

管
理
業
務
の
継
続
が
困
難
で

あ
る
こ
と
か
ら
、指
定
管
理

者
か
ら
指
定
管
理
取
り
消
し

の
申
請
が
さ
れ
た
こ
と
へ
の

見
解
に
つ
い
て
。

今
後
は
、
社
員
有
志
の

皆
様
が
任
意
団
体
と
し
て
協

力
し
て
い
た
だ
け
る
と
い
う

意
向
も
伺
っ
て
い
る
の
で
、

発
展
的
解
消
が
さ
れ
た
と
受

け
止
め
て
い
る
。

（
一
社
）
足
柄
オ
ン
デ

マ
ン
ド
は
営
利
目
的
ま
た
は

経
営
責
任
を
自
覚
し
た
方
々

で
構
成
さ
れ
た
法
人
で
あ
っ

た
の
か
に
つ
い
て
。

（
一
社
）
足
柄
オ
ン
デ

マ
ン
ド
に
つ
い
て
は
、
町
と

は
人
的
に
も
金
銭
的
に
も
完

全
に
独
立
し
た
別
組
織
で
あ

り
、
同
法
人
に
は
、
経
営
を

担
う
公
共
交
通
事
業
者
や
銀

行
な
ど
の
代
表
者
が
理
事
や

監
事
と
な
り
、
そ
の
合
議
機

関
で
あ
る
理
事
会
、
そ
し
て

最
高
意
思
決
定
機
関
で
あ
る

社
員
総
会
と
い
っ
た
、
一
般

社
団
法
人
と
し
て
独
立
し
た

意
思
決
定
機
関
が
置
か
れ
、

同
法
人
の
経
営
に
関
す
る
議

論
は
、
す
べ
て
こ
の
機
関
に

お
い
て
、
法
人
自
ら
の
責
任

と
判
断
の
も
と
で
行
わ
れ
て

き
た
も
の
で
あ
る
と
理
解
し

て
い
る
。

新
松
田
駅
北
口
地
区
市

街
地
再
開
発
事
業
の
推
進
及

び
見
直
し
の
判
断
は
誰
が
し

て
、こ
の
事
業
で
損
失
が
発

生
し
た
場
合
は
誰
が
責
任
を

負
う
の
か
に
つ
い
て
。

現
在
は
、
準
備
組
合
の

段
階
で
あ
る
が
、
事
業
の
推

進
及
び
見
直
し
は
施
行
者
で

あ
る
再
開
発
組
合
が
行
う
こ

と
と
な
る
。
各
施
設
等
の
工

事
が
完
成
し
、
運
営
す
る
中

で
損
失
が
出
た
場
合
に
つ
い

て
は
、
法
的
に
も
そ
れ
ぞ
れ

の
権
利
者
等
の
責
任
に
お
い

て
対
応
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
る
と
理
解
し
て
い
る
。

都
市
計
画
決
定
後
の
本

組
合
設
立
に
向
け
た
現
在
の

進
捗
状
況
は
。

昨
年
12
月
の
都
市
計
画

決
定
後
、
事
業
主
体
で
あ
る

新
松
田
駅
北
口
地
区
市
街
地

再
開
発
準
備
組
合
が
、
本
組

合
の
設
立
に
向
け
調
査
・
検

討
（
現
況
測
量
、
土
地
建
物

の
補
償
費
算
定
、
施
設
の
基

本
設
計
）
を
進
め
て
い
る
。

今
後
、
こ
れ
ら
の
成
果
か
ら

工
事
費
や
補
償
費
等
の
事
業

費
の
算
出
と
、
保
留
床
処
分

金
や
補
助
金
等
の
収
入
を
均

衡
さ
せ
た
資
金
計
画
に
基
づ

き
、
本
組
合
設
立
へ
の
合
意

形
成
を
図
る
な
ど
慎
重
に
推

進
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

本
組
合
設
立
以
降
、
事

業
完
成
ま
で
の
想
定
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

本
組
合
設
立
後
は
、
実

施
設
計
に
よ
り
詳
細
な
事
業

費
の
確
定
と
共
に
、
権
利
床

の
取
得
や
地
区
外
転
出
に
よ

る
金
銭
補
償
な
ど
、
地
権
者

の
最
終
的
な
意
向
を
踏
ま
え

た
権
利
変
換
計
画
を
定
め
、

令
和
９
年
末
に
県
へ
の
提
出

を
目
指
し
て
い
る
。
認
可
後

は
速
や
か
に
工
事
に
着
手
し
、

現
時
点
で
は
令
和
11
年
末
の

工
事
完
了
を
予
定
し
て
い
る
。

起債は増や
さず、必ず
やり通す

回答（町長）

資
材
価
格
・
人
件
費
上

昇
に
よ
る
事
業
費
増
額
と
町

財
政
へ
の
影
響
は
。

資
材
価
格
や
人
件
費
の

高
騰
に
よ
る
工
事
費
上
昇
は

避
け
て
通
れ
な
い
課
題
で
あ

り
、
他
地
域
の
再
開
発
事
業

の
状
況
か
ら
も
本
事
業
へ
の

影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

事
業
費
が
増
額
と
な
っ
た
場

合
、
施
行
主
体
で
あ
る
再
開

発
組
合
に
も
負
担
が
生
じ
る

が
、
増
額
分
に
つ
い
て
は
再

開
発
の
補
助
制
度
に
定
め
ら

れ
た
割
合
に
よ
り
、
国
・

県
・
町
の
補
助
金
も
増
額
と

な
る
。
町
と
し
て
は
、
町
負

担
の
増
加
を
想
定
し
た
対
応

を
適
時
適
切
に
行
い
、
町
政

へ
の
急
激
な
影
響
を
生
じ
さ

せ
な
い
よ
う
準
備
組
合
と
連

携
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

現
在
ま
で
、
本
事
業
に
係
る

町
基
金
（
預
金
）
の
累
計
は

12
億
円
に
達
し
、
今
後
４
年

間
で
概
ね
10
億
円
を
積
み
増

し
て
合
計
22
億
円
の
基
金
を

見
込
み
つ
つ
、
起
債
（
町
の

借
金
）
は
、
当
初
の
予
定
通

り
の
約
20
億
円
を
維
持
し
て

事
業
を
推
進
し
て
い
く
。

松
田
町
の
指
定
管
理
等
に
関
す
る

政
策
に
つ
い
て質

問
者

　
吉
田
　
功
　
議
員

法人自らの責任と判
断のもとで行われて
きたものであると理
解している
回答（町長）

新
松
田
駅
北
口
地
区
市
街
地

再
開
発
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

質
問
者

　
武
尾
　
哲
治
　
議
員

新松田駅前

新松田駅北口


